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藻

ととでいうサンゴモとは英語で∞，ralline又は∞，ralIinealgae即ち紅

蔀サンゴモ科の海藻のととでるる。サンゴモは我々寵類研究者の聞では従来

しばしば「石友藻jとよび左らされて来た。 しかし石友蔀， 英語でいえば

calcareous algaeは多分に生態的のに沿いのする言葉でるって，r石友を体内
に多量に蓄積する藻類」と解され，その中には系統的に大分距たりのるるも

のが包括されている。化石の研究者は石友藻を言葉通りとの様注意味に用い

て来ている(石島， 1933， 1951)。例えば線藻のミル科にもカサノリ科にも石友

藻があり，紅藻でいえばフサノリ科，イワノカワ科等にも及んでいる。とと

ろが種教に於ても量に於いても断然他に勝っている鮪でサンゴモ科に及ぶも

のがない。そとで石友藻の代表的君主群である以上，との科の memberに封し

て石友藻と云つでも決し・亡誤用と云うわけでは左いカらそれはむしろ生活形

表現のための言葉として用い，系統上のサンゴモ科海藻を指ナ言葉としては

サンゴモを用いたいと云うのが筆者の意向である。とのととはコンプ科海藻

をコンブ，フノリ科海E震をフノ H等と遇稿するのと同巧異曲である。ただし

サンゴモの場合，種類としてのサンゴモ Corallina~所cinalisL.の名前があ

るのが少しく不便なだけである。

さてサンゴモには外形的にはっきり直別出来る2つの群がある。有節サ

ンゴモと無節サンゴモである。サンゴモの分類が後越する様に確立していな

い中にるって，との直別だけは明瞭なので2つの亜科に分ける人が多い

(MASON， 1953)。無節サンゴモの方はともかく有節サンゴモにサンゴモ亜科と

しての位置をあたえるのに異存のある人はなかろう。その特徴を述べると

「体の大部分が直立して居り，石炭化した節間部と石炭化したい膝節との連

鎖から成っている」。 しかし決して直立都からだけ成るものでは泣くて， そ

の費生のはじめを探ると無節サンゴモと同様まや基質に横に披がる殻扶部を

諮る。只その殻1/;1~部が目立たないのである。

そのととで面白いのは殻扶都が極度に護達し， しかも直立部のない有節
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34 2革綴第2~ 第 2液 1171和 29 年 9 月

サンゴ，モサビモドキ届 Yamadaiaの登見である。1934年のとと，筆者が

大墜を出て伊豆の三井研究所に赴任し先宇-最初に手がけたのが無邸サンゴモ

調査で、あったが， その採集した 20極位のうちに何と も説明 しがたいサンゴ

第1箇 サピモドキ o個体

(伊豆須崎，Mar. 27. 1939採集)笠物大

そがn主j見って
いた。それは外

見上金く無節サ

ンゴ‘モと相濯は

君主いがl第 11前Il

只その生殖業が

表面に蓋しく超

出して作られ，

しかもその生殖

業の基部にはっ

きりと膝節が浩

られるのである

(第 21川i)。 膝節

が浩られる以上
時に中央部にポツポツ黙の様に見えるの

はil~性生殖楽である。
有笥iサンゴモに

相濯ないが，それにしても直立部が全くゑく て， 生地案が休表面に諮られる

際に主主ってIJ奈節が浩られる とは随分注挺、りものである。もっとも タマモサヅ

キ脇の 1f1fI Janiaρumilaに於て時に殻j伏部からいくらかの主主植築が直接に

生じその聞に膝官iiを浩るととがある (BOERGESEN，1917)から，サピモドキの

特性が全く飛躍的で・ある と云うのでは主主いが， との種類ではその性質が固定

しているのである。考察の結果事rfi-訟と考えぎるを得なかった。
現在400額以上も記載されているサンゴモ科特に無節サンゴモの内部の

分類I'C於て米だ systemが確立しているとはいえ友い。一休その犠左内部の

分~iのむづか しさは如何怒る迎Fl.lによるものだろうか。その理由の1つは生

活形の建いから来る研究者の稽子扱いである。その2は休の石次化から来る

体構浩組察の困難である。とれらについては就に述べたとともるるので (筆

者，1942)詳 しくは省略ナるがとれらに追加する理由 として外形分化の並行現

象と云うととがある。もっともとれは特に1照的jサンゴモの方でのととである。

7照的サンゴモを丈の低いものから高いものまで並べると一般に ~tt):皮殻以， 葉一
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叫瀬 J~J 若葉 35 

第2圏 サピモ F、キの四分胞子護策 x120 

左は若い胞子援策，右は完成したところ，左l問中央F付近，
右回の下部に隣接語111胞I切の主任絡iJ¥.¥:n'見られる。

7lk ， 皮殻航， 有庇皮殻7lJt， 鱗片M，塊7lk， 樹枝7lk ， 雛冠樹枝7lJ~母子? と表わされ

ようが，それら形態的差異は必七夕、しも属の特徴とは友り得十，少し大きい属

ではその nlemberの中にどの外形も出現しがちで ある。即ち種々主主麗に於

て外**護遠の並行現象が見られるのである。とのととが昔からサンゴモ分類

の混乱を惹起する原因の 1と主主っている。

サンゴモには石次を蓄積し主主いものも全くないわけでは友く (例えば

Schmitziella属)叉イシノハナ属 Mastoρhoraの様に屈曲させるととが出来

るほど石友化の微弱訟ものもある。 しかし勿論大部分の memberは石次化

が進んで、いる。

石次が如何主主る形の化合物として，又休の如何なる場所に存在ナるのか
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36 藻 類第2~き第 2~虎昭和 29 年 9 月

と云う質問をよく受ける。 LEMOINE(1911)の報告に分析の dataが出ている

のでそれを参照すると主要な無節サンゴモは CaCOsが80%位，有節サンゴ

モはとれより柏々少主主い様である。緑藻のサボテングサでは 90%に及ぶ分

析例が出ている。同じく CaC03であってもサンゴモでは方解石 calciteの

形をとるが，他の石友藻では霞石 aragohiteの形でるる。石次藻の遺体が化

石としてひろく地唐中に見られるのはとの様な骨髄をもっているととに起因

ナる。

海水中には石友よりもむしろマグネシウムが多くその割合は 0.3-0.5:1 

といわれる。鑑礁生物として重視されて来た珊瑚の様主主動物側には Mgの集

積が非常に少左いととが知られているのにサンゴモの分析では相営多い。同

じく LEMOINEの報告によると MgC03が約10%も存在する。サンゴモより

も少たいが他の石友藻でも相営量含んでいる様である。今日ひろく世界中に

見られMgを多量に含んでいる白雲岩の浩成に関して種々論議がある様であ

るが， Mgの含有の多い植物遺体特にサンゴモの闘興が考慮されるのも理由

るりと云うべきである。

石友化ははじめペクチンの屠に沿とり，セルローズ?の居に浸透して行く。

との様にしてサンゴモの細胞一つ一つが茨酸石友の壁で、塗りとめられた様に

たる。石戎化をまぬがれる細胞といえば表皮，膝節，生殖器官位のものであ

る。

思えばサンゴ、モの一般細胞と云うものは大捷窮屈なものである。そとで

この秘主主細胞の集まりである個体にとっては物質の轄位その他の必要上細胞

聞の荘絡法が問題となるのは営然である。

民正紅藻類に於て細胞分裂が行われるとそれら 2細胞聞には顕微鏡下に

はっきりと認識出来る原形質の謹絡を遺るのが普通である。とれを一次的原

形質連絡と云うのであるが，種類によって更に=次的連絡を持つようにな

る。とのこ式的連絡については諸書にくわしいから省くとして，サンゴモで

もとのこ弐的連絡が見られイシゴロモ属カ=ノテ属tf..e特定の麗に現われて

来るので分類上大饗役に立ヴ崎教となっている。ととろでとのこ弐的連絡を

諮るにあたっては連絡し様とする細胞から相手の細胞に向って小細胞が切り

出されるのが→般であるのにサンゴモではその様な工作が見られ泣い。直ち

に原形質問の蓮絡が完成されるかに見える。 そとで SUNESON(1937)はとれ

に謝して direktesekundare Tupfelと云う名前をあたえた。
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とのこ弐的謹絡をもってい訟いサンゴモの属で‘はもっと手つ取り平い連

絡法が見られる。即ち細胞と細施がいき君主り癒合するのでbって，隣接の細

胞列聞の細胞閣が脆友され癒合治対すわれるのである.とう怠ると相営賢い通

路でごっの細胞列が連絡されるので物質の韓位には大饗好都合でaうろう。
以上異t.r:る細胞列閣の連絡法2種，即ち二弐的連絡及び連絡溝，その何

れによるかがサンゴモの屈の分類上役に立っと云うととに着目したのは

R田 ENVINGE(1917)でるる.はじめ Denmarkの少数属で確かめられたが，

その後SUNESON(1937)筆者(1940-49)に主って多くの届種で確かめられた。

しかしととに注目ナペきは SUN鴎 ON(1943)の報告であってLithothyl-

lum litoraleとιαrallinaeに於て僅か乍ら謹絡講を見出したととであ
る。との群では謹絡法として二衣的連絡のみをとるものと思いとまれでいた

ので，とれらの性質は更に検討されねばゑら註い.

サンゴモが譜礁作用にあづかってカがあり，現在大洋上に散在している

珊瑚島の多〈のものの主要材料と怠っているととについては，既に岡村博士

(1934)筆者(1942)が紹介しているので省〈としで，ととでは只その役割につ

いてふれて烏きたい.

サンゴモはそれ自体前述の様に石京沈積の塊でるるので，その繁殖によ

る累積はそれだけで礁形成に役立つととは勿論であるが，更に重要去のは殻

赦無節サンゴモによる生物遺体の結合である.とθ様2主導質を熱帯地方の磯

採集の際よく見かける.例えば累積しでいる樹扶珊瑚の骨髄破片カもそのす

き聞に蔓延した無箇サンゴモのるる種類によって次第に結合されて行く事

賓.又礁原から庇の様にワき出た礁綾の下面に届く績がって諸材料を楠強し

裏付けている事質。ゑEである.

我々はその多彩の故に撞礁動物に眼が奪われがちであるが，以上の観難

から珊瑚礁原を見直して見ると，その色彩に於て限立た君主いサンゴモの功績

が案外大きいものであるととに集付くのである。

サンゴモは一面有害主主雑藻と考えられている。一昨年から水産睡でその

問題を採り上げ「沿岸に於ける水産物増産を阻害する石炭蕊の繁殖防止の研

究」の班が作られた.山田教授を主任として邦内各地の藻類研究者によって

研究が進められている。

ととろがサンゴモ群落とワカメ群落が爾立し，ワカメ漁場がサンゴモ群

落の上に成立していると云う特例の場所が分ったので少しく述べてみたい。
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38 革主 類 第 2!fO第 2'f.涜 np，辛口 29-4三9月

有明海の真中に浮ぶ湯島は周囲 4kmの小島で、るるが熊本将としてはワカメ

の産地として有名で「湯島若布」の名がある程でるる。 そのワ カメの主主主漁

場は J誌のmに績がっている7fd~~ 10 m 位のマサゴ‘原の上で・ある。 マサゴとは

金平糖形の無色mサン主モの方言である。。

とのマサゴ原(乞筆者自身去る3月潜水調査を試みたが，限のとどく限り，

第3園 ワカメ の+良部 X1/3

サマゴ原上のワカ点¢根が多般の

マサずの上に伺信1して伸長した有
様を示す。

績がっている海底の Lithothaml1-

iOl1-bankの」てに，ある部分は花:生

し(時に坪蛍 り80株位)ある部分

l'IIDIt生しているワカメの純群落の

景観はまととに素晴らしいもので

あった。

マサゴはか怒りのl手さに土佐積

しその表面のものを取上げて見る

と紅紫色で'立派に生日・している。

1個のマサゴの上に蛮育して来た

ワカ メは成長するに従って根を仲

長分岐させ弐第に他のマサゴの上

に仲びて行く。とう して成長し切

ったワカメでは 50個以上ものマ

サゴ、の上に根が及ぶので，ワカメ

の科=を引きぬく とマサゴもヲキにF付

いて来て， その恰好は極めて奇観

である(第31盃J)。

との級友金平糖形の1.f!li節サン

とfモが土IHI'l し海底の}}~~い面積を占めるいわゆる Lithothamnion-bankは決 し

て類の友いものでは泣く WEBOER-VANBOSSE (1904)は Siboga探険の報告で

Timor島市西海岸 Haingsisiのban1王 をお良を入れて紹介している。その

bankを作っている種類は Lithothamnionerubescens f. Haingsisiana ~と主
とし， t也に Lithothα112nionaustrale， Lithoρhyllum Olwmurai， Goniolithon 

Reinboldii等がiftっている。湯島の bankは外形がLithothanmionaustrale 

k似ているものが主でその他2，3種混っている松である。

以上の他サンコモについては精々言及したいことも多ν、が紙盟主も意外に多くなった
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ので一先ず調隼することとした。
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伊豆須崎でみつかったハリシスチス

についての小観察

千原光雄

1953年夏，私は伊豆須崎，J.t¥比霧島のグイドプール中で・維藻ハPシスチ

スHalicystissp.が生えているのを見るととができた。

との仲間の海藻は一般に小さ主主球献体を呈し，その基部を無節サンゴモ

の体中にさし込んでいる極めて特異ゑ性質をもったもので，その分類上の位
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